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旧カクサ邸のライトアップ 

地元のメンバーが庭を掃除して水を張

り、照明で庭の紅葉をライトアップした。 

地
域
産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
を
作
成 

駄
知
町
で
は
、
ま
ち
の
活
気
の
喪
失
に
歯
止

め
を
か
け
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ

う
と
、
陶
磁
器
産
業
事
業
者
、
小
売
業
者
等
が

中
心
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
委
員
会
を
組
織

し
、
県
及
び
市
の
人
的
支
援
を
受
け
な
が
ら
検

討
を
重
ね
て
き
て
い
る
。
平
成
二
十
年
十
一
月

に
は
岐
阜
県
地
域
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
事
業
費
助

成
金
の
支
援
を
受
け
、
一
年
か
け
て
地
域
産
業

活
性
化
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
。
プ
ラ
ン
の
作
成

過
程
で
は
、
駄
知
の
特
産
品
で
あ
る
ど
ん
ぶ
り

を
使
っ
た
ど
ん
ぶ
り
料
理
の
考
案
、
町
内
を
流

れ
る
川
沿
い
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
地
域
資
源
を

回
遊
す
る
散
策
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
設
定
、
地
域

資
源
の
利
活
用
計
画
、
観
光
客
を
誘
客
す
る
拠

点
施
設
計
画
な
ど
、
様
々
な
事
業
や
計
画
づ
く

り
を
こ
な
し
て
き
た
。 

 

若
手
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
展
開 

そ
の
例
を
紹
介
す
る
と
、
町
内
を
流
れ
る
川

沿
い
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
プ
ラ
ン
作
成
当
初

は
陶
磁
器
製
の
灯
籠
を
並
べ
て
淡
い
光
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
が
、
検

討
途
中
で
灯
籠
に
加
え
て
川
沿
い
に
あ
る
窯
元

の
煙
突
に
仮
設
で
照
明
を
直
接
当
て
る
ア
イ
デ

ア
が
出
て
、
メ
ン
バ
ー
が
自
ら
照
明
の
事
業
者

を
手
配
し
、
夏
祭
り
の
日
に
実
行
し
た
。
夜
空

に
煙
突
が
浮
か
ぶ
風
景
は
幻
想
的
で
、
灯
籠
づ

く
り
に
関
わ
っ
た
子
ど
も
達
や
そ
の
家
族
が
子

ど
も
の
作
品
を
探
し
て
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
た
。 

ま
た
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て
発
掘
し
た
空
き

家
の
中
で
、
戦
前
に
駄
知
町
の
陶
磁
器
産
業
を

牽
引
し
た
企
業｢

カ
ク
サ｣

の
三
代
前
の
当
主
が

建
て
た
木
造
平
屋
建
て
の
別
荘
風
の
建
物
が
あ

る
。
風
情
の
あ
る
建
物
と
広
大
な
日
本
庭
が
残

っ
て
お
り
、
昨
年
の
晩
秋
に
は
、
メ
ン
バ
ー
の

発
案
で
、
庭
の
草
刈
を
し
て
中
央
に
水
を
張
り
、

灯
籠
を
並
べ
、
庭
の
中
の
木
々
に
照
明
を
直
接

当
て
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。
五
平
餅
、

豚
汁
、
地
酒
を
用
意
し
て
地
域
の
人
々
に
振
舞

わ
れ
た
。
こ
の
隠
れ
た
歴
史
的
資
源
を
地
域
に

お
披
露
目
す
る
機
会
と
な
っ
た
。 

さ
ら
に
、
メ
ン
バ
ー
は
駄
知
の
特
産
品
で
あ

る
「
ど
ん
ぶ
り
」
を
活
用
し
、
町
に
縁
の
あ
る

食
材
を
探
し
出
し
、
ど
ん
ぶ
り
料
理
の
考
察
に

も
取
り
組
ん
だ
。
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
先
生
の
協
力
の
も
と
、
何
度
も
検
討
を
重
ね

て
、
地
元
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
秋
の
「
駄

知
ど
ん
ぶ
り
ま
つ
り
」
の
場
で
、
へ
ぼ
（
蜂
の

子
）
や
自
然
薯
な
ど
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
ど

ん
ぶ
り
料
理
の
試
作
品
を
三
品
振
舞
っ
た
。 

 

地
域
産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
作
成
後
の
昨
年
十

一
月
か
ら
は
、
散
策
路
の
整
備
、
町
内
に
あ
る

陶
磁
器
産
業
の
煙
突
の
案
内
板
整
備
、
マ
ッ
プ

づ
く
り
と
三
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
う
ち
、
十
二
月
に
行
わ
れ
た
散
策
路
の
整

備
で
は
、
町
内
へ
の
周
知
に
よ
り
百
名
を
超
す

町
民
が
整
備
に
関
わ
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
活
動
は
全
て
一
年
程
度
で
こ
な
し

た
も
の
で
あ
り
、
様
々
な
事
業
に
か
か
る
メ
ン

バ
ー
の
意
気
込
み
は
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
若
手
が
積
極
的
に
活
躍
で
き
る
理
由
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
見
守
る
年
配
の

人
々
の
存
在
が
あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
継
続
的
に
取
り
組
む
た
め
に 

こ
こ
で
あ
げ
た
の
は
全
て
一
年
程
度
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
継
続
し
て
活
性

化
に
結
び
付
け
る
に
は
課
題
が
あ
る
。
ま
ず
、

推
進
組
織
の
強
化
が
必
要
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

法
人
格
を
持
っ
た
組
織
に
移
行
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
多
く
の
住
民
に
駄
知
町
地
域
産
業
活

性
化
委
員
会
の
取
り
組
み
を
周
知
し
、
メ
ン
バ

ー
に
加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
来
訪
者
を
案
内
・
お
も
て
な
し
す
る

人
、
ど
ん
ぶ
り
料
理
を
提
供
す
る
人
・
店
な
ど

の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
を
補
強

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

エ
コ 

モ
ビ
リ
テ
ィ 

ラ
イ
フ
（
エ
コ
モ
ビ
）
に
つ
い
て 

愛
知
県
で
は
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
「
エ
コ 

モ
ビ
リ
テ
ィ 

ラ
イ
フ
」
を
推
進
し
て
い
る
。

「
エ
コ 

モ
ビ
リ
テ
ィ 

ラ
イ
フ
」
と
は
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
（
環
境
）
の
「
エ
コ
」
、
移
動
の
「
モ
ビ

リ
テ
ィ
」
、
生
活
の
「
ラ
イ
フ
」
を
つ
な
げ
た
造

語
で
あ
り
、
ク
ル
マ
と
電
車
や
バ
ス
等
の
公
共

交
通
、
自
転
車
、
徒
歩
な
ど
を
か
し
こ
く
使
い

分
け
る
、
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
行
動
を
軸
と

す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。 

愛
知
県
は
、
自
家
用
車
と
公
共
交
通
機
関
の

利
用
割
合
が
七
対
三
と
東
京
都
（
二
対
八
）
や

大
阪
府
（
四
対
六
）
に
比
べ
て
非
常
に
高
く
、

マ
イ
カ
ー
に
依
存
し
た
交
通
体
系
で
あ
る
。 

県
人
口
の
三
分
の
一
を
占
め
る
名
古
屋
市
で

み
る
と
、
自
動
車
利
用
割
合
は
七
割
（
二
〇
〇

一
年
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
）
。
二
〇
〇
六
年

に
お
け
る
部
門
別
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
で
は
、
運

輸
部
門
が
全
体
の
約
三
割
と
最
も
多
く
、
一
九

九
〇
年
と
の
比
較
で
は
、
製
造
業
な
ど
の
産
業

部
門
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
約
二
十
七
％
減
少
し

て
い
る
の
に
対
し
、
運
輸
部
門
で
は
約
一
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
運
輸
部
門
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
約
八
割
は
自
動
車
が
占
め
て

い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
近
年
は
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
カ
ー
の
普
及
も
目
覚
ま
し
い
が
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
大
幅
に
減
ら
す
に
は
、
自
動
車
の
環

境
性
能
の
向
上
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
自
動

車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
転
換
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
交
通
弱
者
の

移
動
手
段
や
地
域
住
民
の
生
活
の
足
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
自
動
車
と
公
共
交
通
が
共
存
し

た
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

自
動
車
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
電

車
・
バ
ス
、
自
転
車
、
徒
歩
な
ど
の
利
用
機
会

を
増
や
す
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
意

識
と
実
践
が
必
要
で
あ
り
、
県
で
は
、
二
〇
〇

五
年
の
愛
知
万
博
や
二
〇
一
〇
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10(

生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議)

の

開
催
地
と
し
て
、
ク
ル
マ
と
公
共
交
通
、
自
転

車
、
徒
歩
な
ど
を
か
し
こ
く
使
い
分
け
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
エ
コ 

モ
ビ
リ
テ
ィ 

ラ

イ
フ
」
を
県
民
運
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

エ
コ
モ
ビ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
「
エ
コ
モ
ビ
の
日
」
Ｐ
Ｒ 

愛
知
県
と
「
エ
コ 

モ
ビ
リ
テ
ィ 

ラ
イ
フ
」

の
推
進
母
体
で
あ
る
「
あ
い
ち
エ
コ 

モ
ビ
リ
テ

ィ 

ラ
イ
フ
推
進
協
議
会
」
で
は
、
「
エ
コ
モ
ビ
」

の
意
識
付
け
と
実
践
を
促
す
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
、
昨
年
十
月
か
ら
毎
月
第
一
水
曜
日
を

「
あ
い
ち
エ
コ
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
の
日
」

（
エ
コ
モ
ビ
の
日
）
と
定
め
、「
エ
コ
モ
ビ
」
の

さ
ら
な
る
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
当
社
で

は
、
愛
知
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
「
エ
コ
モ

ビ
の
日
」
の
Ｐ
Ｒ
や
県
民
が
「
エ
コ
モ
ビ
」
を

参
加
・
体
験
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。 

ま
ず
、
「
エ
コ
モ
ビ
の
日
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

十
月
三
日(

土)

に
ア
ピ
タ
長
久
手
店
に
お
い
て
、

十
月
三
日(

土)

、
四
日(

日)

に
名
古
屋
ま
つ
り
会

場
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
エ
コ
モ
ビ
レ
ン
ジ

ャ
ー
」
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。 

ま
ち
づ
く
り
の
現
場
に
出
て
み
る
と
、
関
心 

やや
きき
もも
のの
のの
まま
ちち
のの
活活
性性
化化  

～
駄
知
町(

岐
阜
県
土
岐
市)

で
の
取
り
組
み
～

浅
野 

健�

岐
阜
県
土
岐
市
駄
知
（
だ
ち
）
町
は
、
美
濃
焼
の
代
表
的
な

生
産
地
で
、
「
ど
ん
ぶ
り
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

周
囲
を
丘
陵
に
囲
ま
れ
、
窯
元
の
煙
突
、
商
店
な
ど
が
点
在
し
、

陶
磁
器
産
業
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。
地

場
産
業
の
低
迷
に
よ
り
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、
若
手
が
積
極

的
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
て
い
る
。 

エエ
ココ  

モモ
ビビ
リリ
テテ
ィィ  

ララ
イイ
フフ  

朝
倉 

卓
也 

エコモビレンジャーによるＰＲ風景 
（名古屋まつりにて） 
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パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
と
は 

街
の
中
に
あ
る
時
間
の
隙
間
と
空
間
の
隙
間

（
こ
の
時
間
の
隙
間
を
持
っ
た
空
間
の
隙
間
を

サ
イ
ト
＝site

と
よ
ぶ
）
に
，
小
さ
く
て
も
新

し
い
価
値
を
付
加
す
る
仕
掛
け
、
す
な
わ
ち
パ

ラ
サ
イ
ト
（
＝parasite:

本
来
は
「
寄
生
す
る
」

と
い
う
意
味
）
を
仕
掛
け
る
と
、Tim

e’s Site

×Parasite

→
価
値
の
無
限
化
と
い
う
大
き
な

価
値
を
生
む
。
そ
の
仕
掛
け
を
「
シ
ネ
マ
」
で

展
開
し
た
の
が
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
地
下
街
と
の
出
入
口
階
段
を
想
定

し
よ
う
。
そ
こ
は
午
後
十
時
な
る
と
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
下
ろ
し
て
使
わ
な
く
な
る
空
間
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
間
的
空
間
的
な
隙
間
に
、
パ
ソ

コ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
三
点

セ
ッ
ト
を
配
置
し
て
，
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
映
像
（
シ

ネ
マ
）
を
映
す
と
、
階
段
が
観
客
席
に
な
り
、

ミ
ニ
映
画
館
に
変
わ
っ
て
い
く
、
こ
ん
な
イ
メ

ー
ジ
を
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
と
呼
ん
で
い
る
。 

こ
の
メ
デ
ィ
ア
は
名
古
屋
発
の
も
の
で
あ
り
、

こ
の
特
色
は
、
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
優
れ
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
あ
る
。
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で
の
展
開

も
可
能
で
あ
る
。
屋
外
な
ら
夜
間
だ
が
、
屋
内

な
ら
昼
間
で
も
対
応
可
能
で
あ
る
。
「
シ
ネ
マ
」

と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
募
集
す
る
こ
と
で
、
ク

リ
エ
ー
タ
ー
を
結
集
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の

育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。 

 

パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
の
こ
れ
ま
で 

パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
は
二
○
○
五
年
か
ら
本

格
的
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。
初
年
は
オ
ア
シ

ス
２
１
西
側
（
久
屋
大
通
沿
い
）
階
段
で
実
施

し
、
翌
〇
六
年
は
そ
こ
に
加
え
、
名
古
屋
大
学

の
Ｉ
Ｂ
情
報
館
脇
の
地
下
空
間
へ
の
出
入
口
階

段
で
行
っ
た
。
〇
七
年
は
第
一
回
リ
ス
ボ
ン
建

築
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
「
パ
ラ
サ
イ
ト
ア
ー
キ

て
く
ち
ゃ
」
を
発
表
し
、
そ
の
中
の
一
つ
に
「
パ

ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
」
を
組
み
込
む
と
同
時
に
、

会
場
施
設
を
使
っ
て
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
の
上

映
を
行
い
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
そ
の
成

果
を
持
ち
帰
り
、
新
宿
と
名
古
屋
で
「
第
一
回

リ
ス
ボ
ン
建
築
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
帰
国
展
」
を

開
催
し
た
。
〇
八
年
に
は
名
古
屋
城
宵
ま
つ
り

に
あ
わ
せ
て
名
古
屋
城
本
丸
内
の
四
か
所
で
実

施
し
た
が
、
と
り
わ
け
小
天
守
の
漆

喰
東
壁
面
に
映
し
た
本
丸
御
殿
障
壁

画
の
映
像
は
、
遠
く
か
ら
で
も
見
え

る
の
で
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
天
守

閣
と
小
天
守
を
背
景
に
記
念
撮
影
を

す
る
人
々
に
と
っ
て
、
意
外
性
と
感

動
を
持
っ
て
迎
え
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
第
二

十
三
回
名
古
屋
市
都
市
景
観
賞(

ま

ち
づ
く
り
部
門)

を
受
賞
し
た
。 

 

パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
の
新
し
い
動
き 

〇
九
年
三
月
に
は
都
心
の
集
客

力
の
あ
る
屋
外
場
所
で
大
画
面
の
映

像
に
挑
戦
し
た
。
実
際
は
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク

エ
ア
南
壁
面
（
名
駅
）
お
よ
び
松
坂
屋
南
館
西

壁
面
（
栄
）
で
中
部
経
済
産
業
局
の
主
催
で
実

施
し
た
。
コ
ン
テ
ン
ツ
は
一
分
間
の
シ
ョ
ー
ト

ム
ー
ビ
ー
（
音
声
あ
り
）
を
公
募
し
、
優
秀
作

品
を
選
定
し
て
上
映
し
た
。
大
映
像
と
音
響
が

一
体
に
な
れ
ば
人
々
は
目
を
向
け
集
ま
っ
て
く

る
が
、
公
共
（
的
）
空
間
で
あ
る
が
ゆ
え
に
溜

ま
る
場
が
必
要
と
さ
れ
る
。 

も
う
一
つ
は
十
二
月
に
松
坂
屋
の
オ
ル
ガ
ン

広
場
（
屋
内
）
で
実
施
し
た
。
ク
リ
ス
タ
ル
の

ツ
リ
ー
の
背
後
に
あ
る
フ
ロ
ア
ー
壁
面
に
ク
リ

ス
マ
ス
ら
し
い
映
像
（
雪
が
降
り
ソ
リ
に
乗
っ

た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
走
っ
て
い
く
）
を
投
影

し
た
（
表
紙
の
写
真
を
参
照
）
。 

 パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
の
こ
れ
か
ら
の
展
開 

パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
は
名
古
屋
発
の
メ
デ
ィ

ア
と
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、
簡
便
で
携
帯
性
が

高
く
、
都
市
の
低
利
用
ス
ペ
ー
ス
を
低
コ
ス
ト

で
高
い
付
加
価
値
を
つ
け
る
装
置
で
あ
る
。 

大
仕
掛
け
で
の
展
開
と
し
て
、
大
規
模
ビ
ル

の
壁
面
を
使
っ
て
、
世
界
の
有
名
大
規
模
建
築

（
例
：
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
や
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院

等
）
を
セ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル
で
投
影
し
た
り
、
幅

の
広
い
ビ
ル
の
壁
面
を
使
っ
て
、
百
㍍
走
や
ス

ケ
ー
ト
、
ス
キ
ー
な
ど
の
世
界
記
録
と
セ
イ
ム

ス
ピ
ー
ド
で
投
影
し
て
い
く
こ
と
が
道
具
さ
え

あ
れ
ば
可
能
と
な
ろ
う
。 

「
白
い
街
」
名
古
屋
を
「
面
白
い
ま
ち
」
名

古
屋
に
変
え
て
い
く
う
え
で
、
こ
の
パ
ラ
サ
イ

ト
シ
ネ
マ
は
有
効
に
働
く
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

世
界
に
も
通
用
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ
る
。 

＊
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
北
川
啓
介

（
名
工
大
）
＋
宇
野
享
（
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
）
＋
井
澤

知
旦
（
ス
ペ
ー
シ
ア
）
＋
名
古
屋
建
築
会
議
（
略
称
：

Ｎ
Ａ
Ｃ
）
で
あ
る
。
宇
野
氏
が
都
市
の
ア
ー
バ
ン
ヴ

ォ
イ
ド
（
都
市
の
空
白
）
に
着
目
し
、
そ
こ
に
付
加

価
値
を
つ
け
る
「
パ
ラ
サ
イ
ト
ア
ー
キ
て
く
ち
ゃ
」

と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
、
北
川
氏
と
名
工
大
北
川

研
究
室
の
大
学
院
生
・
学
部
生
が
パ
ラ
サ
イ
ト
を
シ

ネ
マ
で
展
開
す
る
発
想
と
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
お

よ
び
そ
の
実
施
を
担
い
、
井
澤
が
実
施
に
向
け
て
場

所
選
定
と
空
間
管
理
者
と
の
調
整
を
行
い
、
そ
し
て

Ｎ
Ａ
Ｃ
が
実
施
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
構

成
で
あ
る
。 

が
高
い
人
も
い
れ
ば
、
薄
い
人
も
い
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
告
知
し
て
い
く
べ
き
か
が
難
し
い
。

し
か
し
、
ま
ず
は
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
第
一
歩
と
な
る
。
堅
苦
し
く
な
く
、
わ
か
り

や
す
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
今
回
は
そ
の
敷

居
を
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て
下
げ
て
も
ら
い
、

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
十
人
の
う
ち

数
人
で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
エ
コ
モ
ビ

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

愛
知
県
内
の
「
エ
コ
モ
ビ
」
に
関
す
る
取
組
事
例 

県
内
に
は
、
既
に
「
エ
コ
モ
ビ
」
に
つ
な
が

る
活
動
を
し
て
い
た
り
、
こ
れ
か
ら
「
エ
コ
モ

ビ
」
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
自
治
体
や
企

業
、
団
体
な
ど
が
あ
る
。
今
回
は
、
二
つ
の
団

体
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

尾
張
旭
市
に
は
、
市
営
バ
ス
「
あ
さ
ぴ
ー
号
」

が
二
〇
〇
四
年
か
ら
運
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、

利
用
状
況
は
高
齢
者
の
利
用
が
多
い
。
そ
の
た

め
、
「
あ
さ
ぴ
ー
号
」
を
育
て
る
会
が
バ
ス
の
認

知
度
の
向
上
と
利
用
の
促
進
の
た
め
に
、
バ
ス

の
利
用
状
況
調
査
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
と
し

て
ニ
ュ
ー
ス
発
行
な
ど
を
行
う
取
組
を
開
始
し

て
い
る
。
ま
た
、
愛
知
万
博
で
始
ま
っ
た
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
エ
コ
マ
ネ
ー
事
業
と
連
携
し
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
を
実
験
的
に
あ
さ
ぴ
ー
号
に
導
入
し
て
い

る
。
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
エ
コ
マ
ネ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
バ

ス
に
導
入
す
る
の
は
、
豊
田
市
に
次
い
で
県
内

で
二
例
目
で
あ
る
。 

ま
た
、
岡
崎
市
下
山
学
区
で
は
、
都
市
部
と

中
山
間
地
域
間
で
運
行
す
る
「
下
山
さ
さ
ゆ
り

バ
ス
」
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
地
元
の
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
「
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
」
を
行
っ
て
い
る
。
実
際
に
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
下

山
学
区
を
巡
っ
た
が
、
自
然
が
豊
か
で
歴
史
あ

る
地
区
で
史
跡
な
ど
の
見
所
も
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
小
旅
行
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。 

市
町
村
が
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
（
コ
ミ
バ
ス
）
の
運
行
状
態
は
、
地
域
に
よ

っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
コ
ミ
バ
ス
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
エ
コ
モ
ビ
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

あ
い
ち
コ
ミ
バ
ス
ラ
リ
ー 

上
記
の
よ
う
に
、
エ
コ
モ
ビ
を
推
進
し
て
い

く
上
で
、
地
域
住
民
の
生
活
の
足
で
あ
る
コ
ミ

バ
ス
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
中
で
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
日

(

水)(

一
二
月
の
エ
コ
モ
ビ
の
日)

か
ら
、
「
あ
い

ち
コ
ミ
バ
ス
ラ
リ
ー
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
市
町
村
が
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
バ

ス
に
乗
車
し
て
も
ら
い
、
車
内
に
掲
示
し
て
あ

る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
三
つ
集
め
て
応
募
す
る
と
、

抽
選
で
景
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
県
内
三
十
八
市
町
村
の
コ
ミ
バ
ス
が
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
「
コ
ミ
バ
ス
ラ
リ
ー
」
へ
の
参

加
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
に
コ
ミ
バ
ス
を
知
っ

て
も
ら
い
、
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。
な
お
、
ラ
リ
ー
実
施
期
間
は
二
〇
一
〇

年
二
月
三
日(

水)(

二
月
の
エ
コ
モ
ビ
の
日)

ま

で
で
あ
り
、
応
募
期
間
は
二
月
十
日
（
水
）
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。 

コ
ミ
バ
ス
は
、
主
に
交
通
弱
者
の
た
め
の
移

動
手
段
の
確
保
と
し
て
運
行
さ
れ
て
お
り
、
路

線
は
生
活
に
密
着
し
た
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
目
的
地
ま
で
に
幾
分
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で

は
あ
る
が
、
普
段
乗
る
機
会
が
少
な
い
コ
ミ
バ

ス
に
乗
っ
て
、
自
分
が
生
活
し
て
い
る
ま
ち
の

風
景
を
眺
め
る
の
も
よ
い
。
ま
た
、
他
の
ま
ち

の
コ
ミ
バ
ス
に
乗
っ
て
み
る
と
、
新
た
な
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
コ
ミ
バ
ス
の
運
賃
は

安
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
気
軽
に
乗
る
こ
と
が

で
き
る
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
小
旅
行
を
楽
し
む

気
分
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
「
コ
ミ
バ
ス
ラ
リ

ー
」
に
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

進進
化化
すす
るる
パパ
ララ
ササ
イイ
トト
シシ
ネネ
ママ  

井
澤 

知
旦

未
利
用
、
邸
利
用
な
都
市
空
間
に
小
さ
く
て
も
新
し
い
仕
掛
け
を
す
る
こ
と
で
、

そ
の
空
間
の
持
つ
価
値
を
最
大
限
引
き
出
す
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
。
名
古
屋
発
の
メ

デ
ィ
ア
で
あ
り
、
簡
便
で
携
帯
性
の
高
い
装
置
を
使
っ
て
、
こ
れ
ま
で
多
種
多
様
な

展
開
を
行
っ
て
き
た
。
昨
年
二
〇
〇
九
年
は
公
共
性
の
高
い
空
間
で
コ
ン
テ
ン
ツ
に

こ
だ
わ
っ
た
映
像
を
投
影
し
、
注
目
を
浴
び
た
。
進
化
す
る
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ネ
マ
は

果
た
し
て
ど
こ
に
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

ミッドランドスクエアでの実施 

松坂屋南館での実施 

 
あさぴー号（尾張旭市） 


